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特集　　　　　“想定外”にも対応できる体制づくりとは…

三
種
類
の
想
定
外
リ
ス
ク

　

こ
こ
で
、「
想
定
外
リ
ス
ク
」
を
人
災
的
な
側

面
を
含
め
た
三
種
類
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

　

そ
れ
ら
は
、

① 　

人
知
を
超
え
「
ま
っ
た
く
想
定
す
ら
で
き

な
か
っ
た
リ
ス
ク
」

② 　

経
営
の
都
合
上
「
想
定
・
対
応
し
な
い
こ

と
に
し
た
逸
脱
域
と
し
て
の
リ
ス
ク
」

③  

「
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
す
ら
検
討
・
対
応
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
想
定
外
と
な
っ
た

リ
ス
ク
」

以
上
の
三
つ
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
そ
の
他
の
災
害
等
で

被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
安
全
と
一
日
も
早
い
実

り
あ
る
復
旧
復
興
と
と
も
に
、
尊
い
御
霊
へ
の

ご
冥め

い

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
リ
ス
ク
対
策

に
お
け
る
問
題
点

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災

と
そ
れ
に
よ
る
大
津
波
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
等
の
超
広
域
災

害
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
忘
れ
得
ず
、
ま
た
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
刻
印
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
大
災
害
を
受
け
て
、
企
業
側
で
は
、

あ
る
時
点
の
過
去
の
デ
ー
タ
を
意
図
的
に
用
い

た
統
計
手
法
や
科
学
的
手
法
を
重
宝
し
て
き
た

傾
向
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、甚
大
な
災
害
へ
の
備
え
に
お
い
て
、

統
計
デ
ー
タ
な
ど
の
独
り
歩
き
を
許
し
つ
つ
、

論
理
的
で
賢
明
な
判
断
を
装
い
、
逸
脱
範
囲
と

し
て
、
収
益
戦
略
遂
行
上
で
経
営
上
の
都
合
の

よ
い
「
想
定
外
リ
ス
ク
」
が
作
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
ら
し
く
論
理
的
で
妥
当
と
さ
れ
そ

う
な
法
令
解
釈
や
経
営
陣
の
恣し

意
的
な
判
断
に

よ
っ
て
「
想
定
内
リ
ス
ク
」
を
設
け
る
こ
と
が
、

想
定
外
リ
ス
ク
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
リ
ス
ク
要

因
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
想
定
外
の
リ
ス
ク
」

と
い
う
一
言
を
、
恣
意
的
な
「
人
災
の
免
罪
符
」

と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

実
務
上
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
は
で

き
な
い
中
で
は
、
自
社
が
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
ど
の
程
度
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
減
災
対
応

し
、
こ
れ
ら
を
見
送
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
ど
の

よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の

被
害
を
生
じ
さ
せ
る
の
か
等
に
つ
い
て
「
リ
ス

ク
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
と
し
て
、

財
務
報
告
同
様
に
、
引
当
金
や
負
債
認
識
の
妥

当
性
を
見
る
上
で
も
透
明
性
あ
る
情
報
開
示
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
財
務
の
み
に
偏
重
し
て
監
査
対
応

の
文
書
作
成
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
論
的
に
普
及
し
て

し
ま
っ
た
Ｊ
│
Ｓ
Ｏ
Ｘ
対
応
と
し
て
の
内
部
統

制
を
超
え
た
、
本
来
、
日
本
企
業
に
求
め
ら
れ

る
べ
き
危
機
管
理
・
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
を
含
め
た
実
効
性
あ
る
会
社
法
型
の
内
部
統

制
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

形
骸
化
し
た
リ
ス
ク
管
理

　

企
業
で
は
、
会
社
法
施
行
規
則
100
条
を
勘
案

し
、
損
失
等
の
危
機
へ
の
備
え
・
体
制
・
規
程

を
整
え
る
も
の
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
な
ど
の
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
往
々
に
し
て
「
ア
リ
バ
イ
作
り
」

の
よ
う
に
形
骸
化
さ
れ
た
対
応
で
よ
し
と
し
て

い
る
企
業
が
多
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
危
機
管

理
能
力
を
高
め
る
た
め
の
訓
練
も
、
儀
式
化
さ

れ
て
実
効
性
が
著
し
く
欠
け
る
姿
勢
で
終
始
し

て
い
た
企
業
が
多
い
。

　

そ
こ
で
、
同
じ
「
想
定
外
の
リ
ス
ク
」
と
言

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
企
業
が
ど
う
経
営
判

断
し
対
応
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
会
社
法
施

行
規
則
100
条
に
お
け
る
損
失
等
の
危
機
へ
の
備

え
に
関
す
る
対
応
や
継
続
疑
義
の
観
点
か
ら
も
、

ま
た
引
当
金
や
リ
ス
ク
管
理
へ
の
健
全
で
適
正

な
投
資
な
ど
の
会
計
面
の
観
点
か
ら
も
、
経
営

判
断
の
妥
当
性
を
問
う
上
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
明
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

想
定
外
の
災
害
に
対
す
る

実
効
性
あ
る
危
機
管
理
体
制
と
は（
前
編
）

│
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
考
に
向
け
て
│

そ
れ
ら
を
想
定
内
リ
ス
ク
と
し
て
企
業
経
営
に

お
け
る
予
算
取
り
を
す
る
こ
と
が
、
妥
当
で
あ

り
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
や
っ
と
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
震
災
の
少
し
前
ま
で
は
、
企

業
経
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
対
策
・
危
機
管
理
対

策
と
し
て
、
今
回
の
よ
う
な
甚
大
な
災
害
へ
の

対
応
は
、
感
情
的
で
過
大
な
対
応
と
み
な
さ
れ

た
り
、
一
〇
〇
年
以
上
前
の
大
災
害
を
話
題
に

す
る
こ
と
を
経
営
陣
か
ら
一
笑
に
付
さ
れ
た
り

す
る
企
業
が
極
め
て
多
か
っ
た
こ
と
は
、
非
常

に
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

多
く
の
企
業
や
防
災
・
減
災
対
策
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
た
ち
は
、
往
々
に
し
て
「
経
営
面
・

資
金
面
に
お
い
て
都
合
よ
く
」
あ
る
時
点
か
ら

会社法施行規則

（業務の適正を確保するための体制）
第100条 　法第362条第4項第6号に規定する法務省令で定める体制は、次に掲げる

体制とする。
　　一　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　　二　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　三　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　　四　使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　　五 　当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務

の適正を確保するための体制
２ 　監査役設置会社以外の株式会社である場合には、前項に規定する体制には、取
締役が株主に報告すべき事項の報告をするための体制を含むものとする。

３ 　監査役設置会社（監査役の監査の範囲を会計に関するものに限定する旨の定款
の定めがある株式会社を含む。）である場合には、第1項に規定する体制には、次
に掲げる体制を含むものとする。

　　一 　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当
該使用人に関する事項

　　二　前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項
　　三 　取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報

告に関する体制
　　四　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
研
究
所 

理
事
長　

戸
村
智
憲

企
業
の
危
機
管
理
体
制
を
「
想
定
外
」
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
等
の
面
か
ら
検
証
す
る
。
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は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
半
年
が

す
ぎ
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
地
震
や

津
波
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
が
多
く
発
生

し
た
ほ
か
、
軟
弱
地
盤
に
起
因
す
る
建

物
の
傾
き
、
液
状
化
と
い
っ
た
現
象
が

相
当
広
範
囲
に
見
ら
れ
た
。
企
業
に
お

い
て
も
、
所
有
不
動
産
や
賃
借
不
動
産

に
つ
い
て
、
耐
震
性
の
観
点
か
ら
建
物

の
安
全
性
や
今
後
の
管
理
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
ま
た
、
不
動
産
取
引
に
あ
た

っ
て
、
従
前
以
上
に
建
物
の
耐
震
性
や

地
盤
の
状
況
等
を
重
視
す
る
動
き
が
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、

不
動
産
を
め
ぐ
る
震
災
対
応
に
関
し
て

生
じ
う
る
法
律
問
題
を
改
め
て
整
理
し

解
説
す
る
。
な
お
、
本
文
中
意
見
に
わ

た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
意
見
で
あ

り
、
筆
者
の
所
属
す
る
法
律
事
務
所
の

見
解
で
は
な
い
こ
と
を
念
の
た
め
申
し

添
え
る
。

建
物
の
耐
震
性
能
と

所
有
者
・
賃
貸
人
の

責
任

　

今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
ま
ず
見
直

さ
れ
る
べ
き
は
建
物
の
耐
震
性
能
で
あ

る
。
耐
震
性
能
や
地
震
に
対
す
る
安
全

対
策
に
問
題
の
あ
る
建
物
の
所
有
者
は
、

今
後
の
震
災
に
よ
る
被
害
に
対
し
て
、

法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
場
面
が
生
じ
う

る
。
と
り
わ
け
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
所
有

者
は
、
賃
貸
人
と
し
て
既
存
テ
ナ
ン
ト

か
ら
建
物
の
耐
震
性
に
つ
い
て
の
調
査

回
答
や
、
自
家
発
電
設
備
等
の
震
災
対

応
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、既
存
テ
ナ
ン
ト
の
維
持
、

新
規
テ
ナ
ン
ト
の
確
保
の
た
め
に
は
、

建
物
の
耐
震
性
能
に
つ
い
て
の
説
明
と

災
害
時
に
お
け
る
自
家
発
電
設
備
等
の

震
災
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

1
　
建
物
の
耐
震
性
能
に
か
か
る

　
法
規
制

（
１
）
耐
震
基
準

　

そ
も
そ
も
建
物
の
耐
震
性
能
に
関
し

て
は
、
昭
和
五
三
年
に
発
生
し
た
宮
城

県
沖
地
震
が
契
機
と
な
り
、
昭
和
五
五

年
七
月
、
建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正

に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
新
耐
震
基
準
」

が
導
入
さ
れ
た
。

　

同
耐
震
基
準
は
、
昭
和
五
六
年
六
月

一
日
以
降
に
建
築
確
認
申
請
が
提
出
さ

れ
た
建
築
物
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
既
存
不
適
格
建
築
物
と
し
て
そ

の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
。

（
２
）
耐
震
改
修
促
進
法
の
制
定

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
七
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
・
大
破
し

た
建
物
の
多
く
が
新
耐
震
基
準
導
入
以

前
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
こ
の
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
「
耐
震
改
修
促

進
法
（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
）」
が
制
定
さ
れ
た
。

　

同
法
は
「
多
数
の
者
」
が
利
用
す
る

建
築
物
の
所
有
者
に
耐
震
診
断
・
改
修

の
努
力
義
務
を
課
す
と
と
も
に
、
地
方

公
共
団
体
が
一
定
の
用
途
ま
た
は
一
定

の
規
模
を
有
す
る
建
築
物
の
所
有
者
に

対
し
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
に

つ
い
て
必
要
な
指
導
お
よ
び
助
言
な
ら

び
に
指
示
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
法
は
、
平

成
一
八
年
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
公
共

団
体
に
よ
る
指
導
・
指
示
の
対
象
と
な

る
建
築
物
の
規
模
の
引
き
下
げ
、
対
象

物
の
追
加
等
が
行
わ
れ
た
。そ
の
結
果
、

「
学
校
、
体
育
館
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会

場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
老
人

ホ
ー
ム
、
そ
の
他
多
数
の
者
が
利
用
す

る
建
築
物
」
で
一
定
規
模
以
上
の
も
の

が
広
く
対
象
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

2
　
耐
震
性
不
足
建
物
の

　
所
有
者
と
し
て
の
責
任

　

建
物
の
耐
震
性
能
に
問
題
が
あ
り
、

耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ
な
い
中
で
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
建
物

所
有
者
に
は
、
状
況
に
よ
り
一
定
の
法

的
責
任
が
生
じ
う
る
。

（
１
）
土
地
工
作
物
責
任

　

土
地
の
工
作
物
の
「
設
置
又
は
保
存

に
瑕か

疵し

」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他

人
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
は
、
土

地
の
工
作
物
の
占
有
者
は
、
被
害
者
に

対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
（
民
法

717
条
１
項
）。

　

た
だ
し
、
占
有
者
に
つ
い
て
は
、「
損

害
の
発
生
を
防
止
す
る
の
に
必
要
な
注

意
を
し
た
と
き
は
」
免
責
さ
れ
、
そ
の

場
合
に
は
、
所
有
者
が
損
害
賠
償
責
任

を
負
う
（
同
条
項
但
書
）。
こ
の
所
有
者

の
責
任
は
、
無
過
失
責
任
と
解
さ
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
所
有
者
の
無
過
失
責
任
と
の

関
係
で
は
、
瑕
疵
の
要
件
や
因
果
関
係

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
お
い
て
な

お
地
震
等
の
不
可
抗
力
を
理
由
と
す
る

所
有
者
の
免
責
が
認
め
ら
れ
な
い
か
が

問
題
と
な
る
。こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
説
上
は
、
所
有
者
に
よ
る
不
可
抗
力

の
抗
弁
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
も
の
が

あ
り
（
注
１
）、
下
級
審
裁
判
例
に
お
い

て
も
不
可
抗
力
免
責
を
認
め
る
立
場
を

基
礎
と
し
た
も
の
が
あ
る
（
注
２
）。

　

建
物
は
土
地
の
工
作
物
に
当
た
る
と

解
さ
れ
、
建
物
に
つ
い
て
「
設
置
又
は

保
存
に
瑕
疵
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
占
有
者
ま
た
は
所
有
者
は
、
被
害
者

に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
ま

た
「
設
置
又
は
保
存
に
瑕
疵
」
と
は
、

そ
の
物
が
本
来
備
え
て
い
る
べ
き
性
質

や
設
備
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

　

建
物
の
耐
震
性
に
関
し
て
「
設
置
又

は
保
存
に
瑕
疵
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合

と
は
「
通
常
発
生
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
た
地
震
動
に
耐
え
得
る
安
全
性
を
有

し
て
い
な
い
場
合
」
を
い
う
と
解
さ
れ

る
（
仙
台
地
判
昭
和
五
六
年
五
月
八
日

判
時
一
〇
〇
七
号
三
〇
頁
等
参
照
）。

（
２
）
裁
判
例

　

以
上
の
よ
う
に
、
地
震
の
際
に
建
物

や
塀
な
ど
の
土
地
の
工
作
物
が
倒
壊
し

第
三
者
に
被
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に

は
、
ま
ず
は
当
該
建
物
が
、
通
常
予
想

さ
れ
る
地
震
動
に
耐
え
得
る
と
い
う
本

来
備
え
て
い
る
べ
き
安
全
性
を
有
し
て

い
た
か
否
か
と
い
う
瑕
疵
の
存
否
が
問

題
に
な
る
。

　

地
震
時
の
建
築
物
等
の
倒
壊
事
故
に

つ
い
て
、
耐
震
性
に
か
か
る
瑕
疵
の
存

否
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
は
、

① 　

仙
台
地
判
昭
和
五
六
年
五
月
八
日

判
時
一
〇
〇
七
号
三
〇
頁

② 　

神
戸
地
判
平
成
一
〇
年
六
月
一
六

日
判
タ
一
〇
〇
九
号
二
〇
七
頁

③ 　

神
戸
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
〇

日
判
時
一
七
一
六
号
一
〇
五
頁

が
あ
る
。

不動産をめぐる

震災対応と

法律問題

東日本大震災では、土地や建物においても甚大な被害が発生した。
今回の震災を踏まえ、不動産における法的トラブルには
どのような対策が必要となるのか、整理・検証する。

弁護士　荒井正児

（注１） 加藤一郎編『注釈民法⒆債券⑽』313頁、五十嵐
（有斐閣、1965年）。

（注２）神戸地判平成11年9月20日判時1716号105頁。
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